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市民と野党の共闘で政治

を変えよう。憲法、くらし、

平和を大切にする都政を
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ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ガ
ザ
空
爆
、
戦
争
が

終
わ
ら
な
い
。
そ
れ
な

の
に
ま
た
、
戦
火
が
広

が
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
と

イ
ス
ラ
エ
ル
が
イ
ラ
ン

を
攻
撃
し
て
、
指
導
者

を
殺
害
、
イ
ラ
ン
国
民
に
政
権
転
覆

を
よ
び
か
け
た
。
２
月
２
８
日
の
こ

と
だ
。
そ
れ
か
ら
、
６
週
間
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
発
言
は
ま
っ
た
く
支

離
滅
裂
。
停
戦
ど
こ
ろ
か
地
上
戦
す

ら
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
国
際

法
違
反
の
戦
争
に
日
本
は
批
判
も
抗

議
も
し
て
い
な
い
。
▼
高
市
首
相
は

戦
争
当
事
国
の
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
会
談
し
、「
世

界
に
繁
栄
と
平
和
を
も
た
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
は
ド
ナ
ル
ド
だ
け
だ
。」

と
も
ち
あ
げ
た
と
い
う
。
情
け
な
い
。

態
度
や
言
葉
だ
け
で
は
な
い
。
日
本

は
す
で
に
こ
の
戦
争
に
加
担
し
て
い

る
と
い
っ
て
い
い
。
横
須
賀
や
沖
縄

の
米
軍
基
地
所
属
の
軍
艦
、
部
隊
が

ぞ
く
ぞ
く
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

ス
ペ
イ
ン
を
は
じ
め
、
N
A
T
O
加

盟
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
が
、
自
国
内

の
米
軍
基
地
使
用
、
戦
闘
機
の
自
国

領
空
通
過
を
認
め
な
い
と
表
明
し
て

い
る
と
い
う
の
に
。
▼
今
回
の
事
態

で
ひ
と
つ
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
戦
争
国
家
ア
メ
リ
カ
に
追
随

す
る
高
市
政
権
で
も
、
自
衛
隊
の
参

戦
、
派
遣
は
で
き
な
い
と
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
に
表
明
し
た
ら
し
い
こ
と
だ
。

憲
法
９
条
は
生
き
て
い
る
。
い
ま
す

ぐ
、
イ
ラ
ン
攻
撃
を
や
め
て
。（
の
）

も
の
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
と
り
わ

け
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
物
価

対
策
予
算
で
は
、
小
池
都
知
事
肝
い
り

の
携
帯
電
話
を
使
っ
た
「
東
京
ア
プ
リ
」

以
外
は
す
べ
て
国
の
予
算
の
範
囲
内
に

止
め
ら
れ
、
か
つ
そ
の「
東
京
ア
プ
リ
」は

携
帯
を
所
有
し
ア
プ
リ
を
利
用
で
き
る

都
民
に
限
っ
て
ポ
イ
ン
ト
（
対
価
）
を
与

え
る
も
の
で
、
持
た
ざ
る
も
の
は
排
除

す
る
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
差
別
と
選
別

の
予
算
で
す
。
自
民
・
公
明
・
都
民
フ
ァ

な
ど
の
賛
成
多
数
で
成
立
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
日
本
共
産
党
都
議
団
は
、
都
民

の
暮
ら
し
の
支
援
を
棚
上
げ
し
て
、「
国

際
競
争
力
強
化
」
を
押
し
す
す
め
る
小
池

都
知
事
の
姿
勢
と
予
算
案
を
厳
し
く
批

判
、
追
求
す
る
と
と
も
に
、
築
地
市
場
跡

地
の
再
開
発
、
外
か
ん
道
や
特
定
整
備

路
線
な
ど
に
巨
額
の
税
金
を
つ
ぎ
込
む

予
算
を
組
み
替
え
て
、
切
実
な
都
民
要

求
に
応
え
る
１
５
０
項
目
も
の
施
策
の

提
案
を
盛
り
こ
ん
だ
組
み
替
え
提
案
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
３
月
　
日
投
開
票
で
実
施
さ
れ
た
清
瀬
市
長
選
で

２９

「
市
民
と
と
も
に
市
政
を
変
え
る
き
よ
せ
の
会
」
か
ら
無

所
属
で
立
候
補
し
た
原
田
博
美
さ
ん
が
自
民
・
公
明
が

推
薦
し
た
現
職
候
補
を
破
り
、
市
長
の
座
を
市
民
の
手

に
取
り
も
ど
し
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
昨
年
３
月
末
に
地
域
図
書

館
が
３
館
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
存

続
を
求
め
る
運
動
と
、
住
民
投
票
の
実

施
を
求
め
る
取
組
が
急
速
に
ひ
ろ
が
り
、

「
市
民
と
と
も
に
市
政
を
変
え
る
き
よ
せ

の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
市
民
と
と
も
た
た

か
っ
て
き
た
原
田
さ
ん
が
、
市
民
の
要

請
に
応
え
て
「
負
託
を
受
け
た
大
事
な
市

議
の
議
席
を
辞
し
て
も
で
も
、
市
長
を

変
え
な
い
と
本
気
で
思
っ
た
」
と
立
候
補

を
決
断
し
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
原
田
さ
ん
は
選
挙
戦
を
通
じ

て
、
切
実
な
市
民
要
求
の
実
現
を
公
約

に
掲
げ
る
と
と
も
に
、「
公
共
を
取
り
も

ど
す
」
こ
と
を
く
り
返
し
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
訴
え
は
図
書
館
や
出
張
所
な
ど
の

原
田
博
美
日
本
共
産
党
元
市
議
が

　
自
公
推
薦
現
職
を
破
る

市民と野党の共闘で
　革新の清瀬市長が誕生

視　点

当選の一報を受け、選挙事務所に駆けつけた市民と

野党のみなさんと当選を喜ぶ原田さん。

　
清
瀬
市
（
人
口
7
万
5
7
7
5
人
・
３

月
１
日
）
は
、
長
く
市
民
要
求
に
背
を
向

け
た
自
公
保
守
市
政
が
つ
づ
い
て
い
ま

し
た
。
前
回
選
挙
で
市
長
の
座
に
つ
い

た
渋
谷
桂
司
前
市
長
は
、
当
選
後
の
４

年
間
を
通
じ
て
「
経
費
節
減
」
な
ど
を
理

由
に
国
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
に
そ
っ
て
、
市
立
図
書
館
を
６
館
か

ら
３
館
に
半
減
さ
せ
る
と
と
も
に
、
２

カ
所
の
市
役
所
出
張
所
、
市
民
の
保
養

施
設
「
立
山
山
荘
」
や
学
校
の
プ
ー
ル
な

ど
を
市
民
の
反
対
を
押
し
き
っ
て
つ
ぎ

つ
ぎ
と
廃
止
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

市
民
の
税
金
を
使
っ
て
、
清
瀬
市
と
縁

も
ゆ
か
り
も
な
い
旧
国
鉄
時
代
の
豪
華

車
両
を
設
置
す
る
公
園
を
力
づ
く
で
押

し
す
す
め
、
そ
の
準
備
と
し
て
全
国
の

保
存
鉄
道
の
視
察
旅
行
に
公
金
を
使
っ

て
１
６
回
も
出
か
け
る
な
ど
市
政
の
私

物
化
を
す
す
め
て
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
お
お
く
の
市
民
が
立
ち
上
が

り
、
原
田
元
議
員
も
議
会
で
厳
し
く
批

判
、
追
求
を
お
こ
な
う
な
ど
の
と
り
く

み
が
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
廃
止
に
痛
み
を
う
け
、
い

か
り
を
感
じ
て
い
た
市
民
の
思
い
と
共

鳴
し
、
地
域
図
書
館
を
守
る
運
動
が
「
市

政
を
変
え
た
い
」
と
い
う
流
れ
に
発
展
し

た
も
の
で
す
。

　
選
挙
は
日
本
共
産
党
、
社
民
党
、
新
社

会
党
、
緑
の
党
の
野
党
各
党
が
推
薦
。

大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
今
回
の

画
期
的
な
結
果
は
、
市
民
の
運
動
と
原

田
さ
ん
の
強
い
決
意
、「
市
民
と
野
党
の

共
闘
」
の
成
果
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
開
票
後
、
原
田
新
市
長
は
「
市
民
の
声

を
聴
か
な
い
渋
谷
市
政
に
対
す
る
怒
り

の
声
が
広
が
っ
た
結
果
だ
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
、
市
民
が
主
人
公
の
市
政
実
現

に
向
け
て
の
決
意
を
表
し
ま
し
た
。　

第
１
回
都
議
会
定
例
会
終
了

自
民
・
公
明
・
都
民
フ
ァ
な
ど
の
賛
成
多
数
で

都
民
置
き
去
り
・
開
発
優
先
小
池
予
算
が
成
立
を

　
３
月
　
日
、
２
月
　
日
か
ら
開
か
れ

２７

１８

て
い
た
都
議
会
２
０
２
６
年
第
１
回
定

例
議
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
問
わ
れ
た
も
の
の
一

つ
は
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
国
連
憲
章
・

国
際
法
違
反
の
イ
ラ
ン
攻
撃
と
い
う
戦

争
行
為
に
対
し
て
、
こ
れ
に
抗
議
、
戦
争

の
即
時
停
止
を
求
め
る
姿
勢
を
東
京
都

と
し
て
明
ら
か
に
し
て
、
都
民
の
総
意

と
し
て
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
小
池
都
知
事
は
「
戦
争
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
と
い
い
な
が
ら
、

「
国
に
お
い
て
し
っ
か
り
と
ご
対
応
い
た

だ
き
た
い
」
と
逃
げ
だ
し
、
都
民
の
代
表

と
し
て
、
戦
争
反
対
の
意
思
を
表
明
す

る
こ
と
を
拒
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
池
都
知
事
が
提
案
し
た
２

０
２
６
年
度
予
算
案
及
び
２
０
２
５
年

度
最
終
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
都

議
会
で
の
論
戦
を
通
じ
て
、
都
営
住
宅

の
新
規
建
設
や
中
小
企
業
へ
の
支
援
、

高
い
国
民
健
康
保
険
税
（
料
）
の
引
き
下

げ
な
ど
切
実
な
都
民
要
望
に
は
応
え
る

憲法９条を守れ！戦争する国づくりＳＴＯＰ！
　　高市政権の国民的包囲を

　力による世界の支配をめざすトランプ大統領とトランプ大統領

に唯々諾々と従う高市首相。その高市首相は、総選挙での小選挙

区制度による「虚構の議席」を背景に、国民生活はそっちのけに

して、アメリカの要求丸呑みの大軍拡予算、改憲の加速、国家情

報会議の設置、公務員を予備自衛官とするための予備自衛官等兼

業特例法案の国会上程、国旗損壊罪の導入など戦前の軍国主義国

家への回帰、「戦争をする国づくり」を加速させています。

　同時に、こうした反動ブロックの策動と高市首相の危険な動き

に対して、全国から抗議と反対、「憲法９条を守れ」「戦争は止め

よ」の声と運動が燎原の火のごとく広がっています。今月８日に

は「平和憲法を守るための緊急アクション」が開催され、国会前

に３万人が駆けつけ(写真）、「平和をつくろう」「憲法を守ろう」

の声を上げるとともに、全国の４７都道府県すべて１３７カ所で実施

されました。また、都内各地でも連日、街頭宣伝やスタンディン

グアピール、集会・学習会などがとりくまれ、４月１日には戦争

準備の９条改悪を止める新しい署名がスタートしました。国民の

圧倒的世論で高市政権を包囲しましょう。首都東京から歴史的

ムーブメントを起こそうではありませんか。

開会６月９日(火)～

閉会６月２４日(水)予定

都議会第２回定例会

６月８日(月) １７：００～
　　都庁都民広場横

開会前宣伝行動
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2026年春闘の焦点―東京の労働運動の現在地

遇
改
善
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
り
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
徹
底
と
賃
金
の

底
上
げ
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。
価
格

転
嫁
に
よ
る
中
小
企
業
の
経
営
改
善
も

ひ
き
つ
づ
き
射
程
に
入
れ
、
単
な
る
個

別
交
渉
を
超
え
た
社
会
的
な
賃
金
運
動

と
し
て
推
進
し
ま
す
。

　
第
二
は
「
中
高
年
層
の
賃
金
問
題
」
の

顕
在
化
で
す
。
初
任
給
引
き
上
げ
の
原

資
と
し
て
中
高
年
層
の
賃
金
が
実
質
的

に
削
ら
れ
て
い
ま
す
。
4
0
代
後
半
以

降
の
賃
金
カ
ー
ブ
の
「
フ
ラ
ッ
ト
化
」
は

物
価
高
騰
下
で
実
質
的
な
賃
下
げ
を
意

味
し
ま
す
。
就
職
氷
河
期
世
代
の
不
安

定
雇
用
と
も
重
な
る
こ
の
問
題
は
、
今

春
闘
の
重
要
課
題
で
す
。

　
第
三
は
「
労
働
法
制
の
改
悪
阻
止
」
で

す
。
裁
量
労
働
制
の
拡
大
や
労
働
時
間

規
制
の
緩
和
は
、
事
実
上
の
「
残
業
代
ゼ

ロ
」
に
つ
な
が
る
と
批
判
さ
れ
て
お
り
、

全
労
働
者
に
影
響
す
る
問
題
と
し
て
幅

広
い
連
帯
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

東京地評事務局　 阿久津光

－ 地方自治体の人事 －　　特別区の職員採用・定着・任用が壊れはじめている

やさしいまちをつくる会きたく　藤平輝明

赤羽駅前タワマン建設再開発
                    ・特定整備路線計画はまち壊し

　赤羽駅周辺市街地再開発計画・タワーマンション建設に抗して、

これまで約2年にわたって、タワマン誘致の再開発ではなく、修

復型のまちづくりをめざして、市民の要請行動・署名活動・区議

会や検討会への傍聴行動を行ってきました。今、北区では赤羽駅

西口・東口、王子駅前再開発計画、東十条再開発など計画が軒並

みに進められています。

　公共施設を取り込んだ市街地再開発計画は、認可されると税金

を投入しできるようになり、公民連携事業として再開発を進める

仕組みです。この間の基本計画策定では、①再開発によらない個

別・共同建て替えの市街地再開発か、②赤羽小学校を現在地に残

すのか、再開発に組みこんだ地区外移転とするのか、③赤羽公園

は現在のままで改修するのかなど、具体的な方向性については結

論を出させていません。

　また国土交通省は人件費、資材高騰などをうけ、今後の市街地

再開発への補助金交付の制限し「必要性・緊急性の高い事業」に

絞り込むという通達を出しまし(2025.3.31)。その結果、現在の計

画案では社会資本整備総合交付金対象にはならず、区は新たに

「立地適正化計画」の申請をして、補助金を取りにいく姿勢です。

　わたしたちは、北区に対してもっと市民の意見を聞くように、

第１次から第3次にわたる署名集めでこれまで3484筆の署名提出

し、第4次署名展開中です。タワマン50年後には負の遺産、建設

費の高騰、ディベロッパーの利益優先（容積率の緩和）、風害の問

題、日照の問題、環境負荷が大きい、防災の拠点にはならない、

特定の地域で人口の増加で社会的インフラ整備が追い付かない 

(学校・保育園・病院等々)、投機の対象になっているなど、問題

が満載です。

　形式だけのパブリックコメント募集を超えて、市民の声を反映

していく仕組みが必要です。

　東京都特定整備路線についても、数十年前の計画を復活させ強

引に進めようとしています。都道86号線計画では、赤羽自然観察

公園の湧水や樹木を伐採し環境を大きく破壊してしまうことにな

ります。73号線では住民の生活や賑わいのある商店街を潰して

しまいます。東京都も北区も「稼げる自治体」を標榜しています。

北区では新たに公民連携条例を制定しようとしています。自治体

の仕事は、住民の生命や財産を守り平和に暮らしていく地域社会

をつくることにあります。大企業のように金儲け優先で稼ぐ必要

はないと思います。

　市民どうしの連携をぜひ作り出しましょう。18兆円を超える

東京都予算を、物価高で苦しむ都民の暮らしを守り、軍拡より命

とくらしを優先する都政を共に実現していきましょう。　 

特別区職員労働組合連合会　執行委員（賃金対策担当）・西嶌和徳

　
2
6
春
闘
は
賃
金
要
求
に
と
ど
ま
ら

ず
、
平
和
・
憲
法
・
医
療
・
介
護
と
い
っ

た
社
会
的
課
題
と
も
結
び
つ
け
た
、
よ

り
広
範
な
国
民
的
運
動
と
し
て
構
想
さ

れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
文
字
通
り
の
“
国
民
”
春
闘
で
あ

り
、
そ
の
運
動
の
東
京
に
お
け
る
広
が

り
は
、
全
国
の
労
働
運
動
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
責
任

を
自
覚
し
、
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
2
0
2
6
年
春
闘（
2
6
春
闘
）は
、
国

内
外
の
激
動
す
る
情
勢
の
な
か
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
政
権
交
代

に
伴
う
政
情
不
安
、
海
外
で
は
中
東
に

お
け
る
軍
事
的
緊
張
の
高
ま
り
と
原
油

価
格
の
上
昇
が
経
済
の
先
行
き
を
不
透

明
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
円
安
の
進

行
は
輸
入
物
価
を
押
し
上
げ
、
実
質
賃

金
の
低
下
に
拍
車
を
か
け
て
お
り
、
生

活
者
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
局
面
を

迎
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
環
境
の
も

と
で
、
今
春
闘
で
何
を
求
め
、
ど
こ
に
力

点
を
置
い
て
い
る
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　
第
一
の
柱
は
「
富
の
偏
在
の
是
正
」
で

す
。
大
企
業
の
内
部
留
保
や
利
益
は
過

去
最
高
水
準
に
達
し
て
い
る
一
方
、
労

働
分
配
率
は
大
企
業
か
ら
中
小
企
業
ま

で
一
貫
し
て
低
下
し
て
き
ま
し
た
。
今

春
闘
は
こ
の
構
造
的
な
不
公
正
を
問
い

直
し
、
大
幅
な
賃
上
げ
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
取
り
組
み
に
力
を
割
い
て
い
ま

す
。
特
に
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
待

　
地
方
公
務
員
の
受
験
者
数
の
減
少
は
、
様
々
な
「
工

夫
」
が
行
わ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
図
１
は
地
方
公
務
員
月
報

令
和
8
年
2
月
号
（
総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
課
編
）

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。
H
2
7
年
度
か
ら
R
6
年

度
の
1
0
年
間
で
、
全
国
の
地
方
公
務
員
の
受
験
者
数

は
5
3
万
7
千
人
か
ら
3
8
万
9
千
人
と
1
4
万
8
千

人
（
△
2
7
.
6
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
R
3

年
度
以
降
、
自
治
体
に
お
け
る
職
員
需
要
数
は
微
増
し

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
約
6
倍
程
度
は
あ
っ
た
競
争

率
も
R
6
年
度
に
は
4
.
1
倍
ま
で
低
下
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
区
も
御
多
分
に
漏
れ
ず
同
様
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
む
し
ろ
、
全
国
平
均
よ
り
深
刻
な
事
態
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
表
1
は
特
別
区
の
R
5
年
度
～
R
7
年
度

Ⅰ
類
採
用
試
験
【
春
試
験
】
と
R
7
年
度
【
秋
試
験
】
の

採
用
予
定
者
数
、
申
込
者
数
、
最
終
合
格
者
数
を
示
し
た

も
の
で
す
。
実
際
の
受
験
者
数
は
申
込
者
数
よ
り
は
少

な
い
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
R
７
年
度
で
は
土
木
造
園

（
土
木
）、
建
築
、
機
械
、
電
気
の
試
験
区
分
で
、
申
込
者

数
が
採
用
予
定
者
数
よ
り
少
な
い
と
い
う
極
め
て
深
刻

な
事
態
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
申
込
者
が
仮
に
全
員
受

験
し
合
格
し
た
と
し
て
も
採
用
予
定
者
数
に
は
届
か
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
採
用
予
定
者
数
を
多
め
に
見
積

も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
職
種
で
は
職
員
が

不
足
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
起
こ
り
得
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
況
が
3
年
4
年
と
続
け
ば
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
具
体
的
現
象
が
は
っ
き
り
と
し

た
形
で
露
呈
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
早
稲
田
大
学
・
政
治
経
済
学
術
院
　
稲
継
教
授
は
「
地

方
自
治
の
担
い
手
不
足
：
若
者
の
公
務
員
離
れ
 ～
３
つ

の
Ｗ
Ｈ
Ｙ
と
見
え
な
い
解
決
の
糸
口
」（
日
本
記
者
ク
ラ

ブ
 地
方
自
治
の
い
ま
５
　
 2
0
2
6
年
2
月
2
6
日
）

の
レ
ジ
メ
で
「
量
－
公
務
員
受
験
者
層
の
減
少
」「
 質
－

新
規
採
用
職
員
の
能
力
の
問
題
」「
戦
力
－
若
年
層
の
離

職
の
増
加
」を
挙
げ
て
い
ま
す
。
特
別
区
に
お
い
て
も
入

庁
し
て
年
月
の
浅
い
職
員
の
離
職
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
、
2
3
区
の
各
区
職
労
役
員
の
話
か
ら
伺
い
し

れ
ま
す
。

　「
採
用
が
困
難
」「
職
員
の
離
職
」
そ
し
て
、
特
別
区
独

自
の
問
題
と
し
て
国
、
都
、
政
令
市
の
多
く
に
比
べ
管
理

職
、
係
長
職
の
比
率
が
極
端
に
低
い
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
管
理
監
督
職
を
適
正
に
確
保
」
し
「
高
度
化
・

複
雑
化
す
る
区
政
課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
組
織
力
の

向
上
」を
は
か
る
と
い
っ
た
組
織
上
の
課
題
も
抱
え
て
い

ま
す
。
採
用
が
ま
ま
な
ら
ず
、
職
員
の
離
職
が
広
が
れ

ば
、「
組
織
力
の
向
上
」
は
お
題
目
と
化
し
、
様
々
な
支

障
が
生
じ
、
特
別
区
住
民
へ
の
「
被
害
」
も
起
こ
り
か
ね

な
い
と
強
く
危
惧
す
る
も
の
で
す
。

２６春闘全国中央行動で野党国会議員
とシュプレヒコールで連帯。
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